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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　Th1s　paper　presents　an　approach　to1mprove　Iecture　methods　m　spec1a11zed　sub］ects　by1卿pos1ng1esson

report　on　tra1nees　At　irst，1t　c1ar1fies　the　standpo1nts　ofthe　mportance　of　commun1cat1ons　w1th　students

The1essonre1っortmethods　canbu11dthecommumcat1onbr1dge，a1ongw1th1mprovmg　studyof1essonrev1ew

and　se1f－stud．y　Next，1t　descr1bes　the　methods　app11ed　m　deta11and　the　app1ymg　s1tuat1ons　now　and　future

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　ら　ま　し
　専門科目教育の向上を図るための工夫として受講報告書方式による講義方法を述へる　まず，講義を

する上で最も大切なことが学生との交流であるとの立場を示し，受講報告書方式ではこの考えが実現で

きること，および復習や自主的な学習実施の出来ることを論証する．次に，方法としてのあらましおよ

び実施状況について述べる．

1．はじめに

　大学改革の一環として，本学においても教育委員会が主管して教育改革の検討が進められ

ている　最近は全講義について学生からのアソケート調査が行われて改善への取組みが始ま

っている．

　この学生からのアソケート方式については教官の関心が高い．本年5月の第49回中国・

四国地区大学教養教育研究会（於四国大学）において，「学生による授業評価（広島経済大

学）」の発表を契機に国立大学を始めとする出席者から方法としての賛否や同様な実施事例

の報告が相次いだ．また，一方で，私語をする学生を叱れという教官の指導力発揮を促す勇

ましい発言1）も見掛ける．

　とちらも大学の講義を改善する取組みや指摘であるのは間違いないが，改善方法としては

とうも納得が行かない　学生からのアソケートや学生からの評価で何が改善されるか疑問を

感ずる．また，学生を叱るのもこれまでの経験から言えば，その当初は静かであるが，すぐ

元の木阿弥になる．叱るのは本質的な解決策にはならない．
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　改善策の検討にあたっては，体系的な要因分析を伴うノステムエ学的手法が効果的であ

る．まず，講義の目的を明快にし，それから要件を探り出し解決策につたげる．ここでは，

こうして考えによる講義方法の改善策として，ソフトウェアエ学I，皿で実践している「受

講報告書方式」について述べる

　　　　　　　　　　　　　　　　2．要　件　分　析

　ソフトウェアエ学の置かれている立場を述べてから本講義に対する要件について述べる．

　（1）ソフトウェアエ学のあらまし

　ソフトウェアエ学は，ソフトウェア開発に関連する技術に関する学問分野で，計算機科学

の　分野である　その内容はソフトウェア設計や製造，試験なとの生産技術とブロソェクト

運営などの管理技術に分類される．これらの技術はIT（情報技術）産業と密接に関係して

いる　1970～80年代に顕在化し始めて問題視された「ソフトウェア危機（software　cr1s1s）」

に対処すべく生まれた分野である　したがって，電子工学や数学といった確立した学問分野

に比べ歴史も浅く学術的な整理・体系化が図られているとは言えない状況にあり，ここに本

科目の教育の難しさがある　この一方で，実務に直結した開発，生産，管理といったテーマ

を扱うため，産業界から本分野の知識を備えた技師への育成要求は小さくない．

　（2）　問題分桝

　類型的な教官と類型的な学生を想定して思考実験により間題の分析を行う　この思考実験

では，これまでの経験に基ついて，類型的な学生と教官を定義つける　いま，類型的な教官

とは，大学入学以来大部分の時を学生および教官として一貫して大学で過ごしている．伝統

的な考え方を持ち大学生に対しては，「学者を目指しており，向上心が強い」と考えている．

一方，類型的な学生は，就職希望でSE（システム技師）になりたいと考えている．

　この教官と学生講義を巡る齪蘭吾を，基本姿勢，受講態度，学習態度，講義技術の各項目に

ついて整理すると表1のようになる．もちろん表の教官，学生とは別の類型を想定するこ

とは出来る　したがって表の項目の是非についての議論はできない　ここでの論議は，学生

と教官の問の齪歯吾を定義つげ，これを前提として改善策を検討する方法についてである

　結論付けて言えは，表の齪薗吾の多くは，教官は学生との交流が不十分なためと言える

　（3）講義の要件と評価

　講義の評価は分かりやすいとカ㍉独創的であると言った限定された局面で判断するのでは

なく体系的に行うのが適正である　このために，講義の要件を考え，この要件を基準として

判断すれぼ，体系的な評価が行える．

　講義は段階を追えは，r企画→計画→実施・→評価」（・は繰返しを表す）である　この構

成は，講義をシリーズもののTV劇に擬えると分かりやすい．教官は講義というシリーズ

劇の製作者，脚本家，監督，俳優を全て1人でこなす　企画では，ソリース全体の内容お

よぴ各回の内容を決め，計画では，監督を決め，この監督が具体的な脚本家や俳優の手配を

する．実施では監督が脚本に添って俳優に演技指導を行う．

　この段階に沿って要件を整理すると，表2のようになる．表から，「学生による評価」の
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項　　目 学生の考え 教官の考え

目標 システム技師（IT会杜） 学者が理想

基本姿勢 講義への目的 単位取得（卒業） 専門知識の修得

講義への要求
将来会杜で役立つ理解容易（身近か，具体的）

分野基本部分 難解 専門常識
講義内容

難解部分 理解締め（分ったふり） 理解当然

欠席・遅刻・退室 事故責任（権利？） 無視（相手にせず）

受講態度 私語 退屈 無視（相手にせず）

携帯電話 他人迷惑でない（メイノレ） 無視（相手にせず）

相手への期待 省努力多益 熱心な勉学

予習・復習 実施しない（困らない） 実施当然
学習態度

宿題 実施義務 実施当然

自主学習 関心事 実施当然

表2講義の要件

段 階 要件項目 備 考

明快な目的 ねらい，到着目標
企 画

受講生の水準 受講資格

適正な内容，分量

計 画 計画されたコース 各回の位置づげが明確

適正な教科書

明快な講述法 声量，書字体，会話速度，用語，話術

質 問 講義時問内外，補議
理解増進

補助教材 印刷試料，映像機，実物展示

実 施 出席動機付げ 出席記録，報告書

礼 儀 私語，電話，遅欠席，挨拶
人問性育成

人 格 闇達さなど

休講への手当

成績評価 公平な評価基準
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方式は主として実施段階に注目したものと言える　講義実施は俳優に相当するから学生によ

る評価は，明快な講述方法や理解増進の工夫など，教官の主として，いわぼ俳優としての面

を評価していることになる．しかし，劇製作で重要な役割である製作者，監督者，脚本家に

ついての立場におげる評価はより重要である　この立場は企画や計画に相当する　したがっ

て，表から講義においては計画が鍵であることが読み取れる　計画での生産物は講義案内

（ノラハス）である　企画はこの講義案内のためのものであり実施はこの講義案内の実施で

ある　この様に考えれば，講義の評価は受講案内の出来具合およぴその実施状況によって行

うものであると言える．

　　　　　　　　　　　　　　　3．報告書による講義方法

　上で述べた講義についての見解から学生の交流と，講義の活性化を主たるねらいとした改

善策を実施している．そのきっかけ，ねらい，方法について述べる．

　（1）　きっかげ

　本学に赴任しての講義において，学生に活性のないことが気になった　講義中に学生を指

名し簡単な質間をしても的確な答えはないし，逆に学生からの質間もない　受講態度もよい

とは言えなかった．その当時は出席をとらなかったせいか欠席，遅刻，途中退室が目立っ

た．講義では関心無なさげに居眠りや余所見が見られ，また私語も気になった．

　最初の取組みは授業方法の改善であった　当時の方法は，それまでの経験から企業内の訓

練や有償セミナの方式を採用した．OHPを使ってかなりの速さで授業を進めていた．この

ため，講義の進行が速くなりすぎて，学生には消化不良になっていると反省してこの点の改

善を主眼とした　具体的には，①講義内容の削減，②板書方式に変更，③出席の記録であ

る．しかし，改善効果は十分とは言えなかった．

　（2）ねらい

　上の策の不十分な点は，講義の活性化や学生との意見交流の観点に欠けていることであ

る　講義中に適度に緊張が保てれば私語や携帯電話機の使用はなくなるし，理解も進むであ

ろう　理解できれは自然に講義に興味が湧いてくると想像した　このために，報告書を活用

する方法を考えた　つまり，講義内容を報告させることによって次のねらいを実現する

　　1：学習の実施

　　　予・復習および自主学習する仕組みを作る．

　　2：授業効果の把握

　　　講義内容に対する理解度を始めとする授業効果を把握する仕組みを作る

　　3：意見と質間の吸上げ

　　　学生の意見およぴ質問事項の吸上げ，それに対する教官や他の学生の意見を交換する

　　　仕掛げを作る．

　　4：緊張感

　　　講義に緊張感を保ち，私語や携帯の利用をしないような仕組みを作る

　　5実務的技能の酒養
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表3報告作業項目の効果

ねらい
作業

学習の実施 授業効果把握 意見と質問の吸上げ 講義中の緊張感 実務的技能の酒養

講義のまとめ ○（復習） ○ ○

関連事項調べ ○（自主） ○ ○

疑間，意見 ○ ○

報告書作成 ○（技能） ○

敏官

受講案内
丁（開講）

撃生

報告書の思義／項目1体裁

準備

r一＞

1＜・

下調べ，教材準備

講義 ↓

出席記録

qA配布，解説
講義

後始末

記録，進捗記録

受講

一（試験）

復1干
復習，自主学習
報告書作成／提出

QA作成

受講報告チェック

回答項目選択
qA作成／印刷

図1　受講報告書方式におげる作業の流れ

　　　企業で役立つ実務的技能，知識を酒養する仕組みを作る

　報告に伴う作業項目と，上のねらいとの関係を表3に整理する．

　（3）受講報告方式

　本方法でぽ報告書が主役である　このため，開講時の講義案内において報告の意義，技術

文の書き方，報告すへき事項，体裁なとを徹底する　第2回以降の講義からは学生にその

受講した内容の報告書を毎回作成させ，提出させる　この報告書には，合わせて，質問事
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項，関心事などについても記述させる．

　一方，教官は，学生からの報告に対して必ず，返事をする　つまり，学生からの報告がと

の様な内容であったかを，また指摘された事項についての意見などをQA資料として作成

し，次回の講義で配布紹介する．このサイクルを最終講まで繰り返す．

　この方法の具体的な作業の流れを図1に整理する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　4．実　施　状　況

　本方式は平成十年度の後期のソフトウェアエ学皿から試行してみた．ほぽ，授業の活性化

や学生との交流など，予想通りの効果が得られたので十二年度のソフトウェアエ学皿から本

格的に実施した．

　ソフトウェアエ学は，前期にI，後期に皿を行う．選択科目であって，主対象は3年生

である．ソフトウェァエ学について2回分のデータがあるのでこれを示す．

　（1）出席状況と提出状況

　表4に受講者数と出席者数，報告書の提出状況を示す

　まず，受講者数はほほ同等であるが，有効受講者数，出席状況，報告書に関しての提出状

況およぴ提出量なとの数は13－SEIが優れている　この要因として次が考えられる

　　⊥：冬期開講：

　　　⑧1限目の講義なので出席に影響する．

　　2：学生の意欲向上：

　　　・13－SEIでは，今年度に自著教科書を作成配布した．この効果か？

　　　・学生の自覚が出た

　　表4受講報告による講義の実施状況

※専門科目／選択：対象50名（3年生，定員）

13年度 SE　I（前期） 12年度 SE　II（後期）

受講登録者数 42 39

有効受講者数（6割以上出席） 35／42 （83％） 26／39 （67％）

「完全出席かつ完全提出」者数 27／35 （77％） 10／26 （38％）

完全出席者数 30／35 86％ 11／26 42％

無欠 29／35 83％／83％ 14／26 54％／54％

提出回数 欠1 4 11％／94％ 4 15％／69％

報告書 欠2 0 ■ 3 12％／81％

平均点数 37 （22？）

提出量＊）

平均項目数 58 22

＊）受講者全体の数
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　（2）予想外の意見

　「受講報告書の項目紹介によって他の学生の関心事が窺えて参考になった」との意見は意

外であった．

　（3）間題点

　実施上次の間題点がある

　・QA資料作成に時問が掛かる

　　　作業量

　　　QA資料の作成には2日掛かる　したがって受講者40名が限度である

　　：提出期限：

　　　回答を次回の講義に聞に合わせるためには，提出期隈を早める必要がある

　　　　→TAの活用などの工夫が必要．

　　　　　（tead－r1ng　ass1stant）

　・講義時問への圧迫

　　講義の冒頭におげるQA資料の紹介は主なものに留めているが，15から20分掛かり講

　　義時問を圧迫する．将来は配布するだけにせざるを得ないかもしれない．

　・教科書の準備

　　講義時間の短縮化に伴う手当て

5．お　わ　り　に

　「受講報告方式の講義方法」の背景とこの実施状況について述べた．大学の講義について

は，様々な形の批判を目にし，また耳にする　しかし，講義方法について教官同士で話し合

う機会はほとんとない　こうした機会を補う意味で日頃考えている事項や改善案を拙案とし

て紹介したつもりである．
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